
自然エネルギー市場の展望 

地熱発電 

2012年3月9日 

日本地熱開発企業協議会 

会長 安達正畝 

自然エネルギー財団主催 

国際シンポジウム リビジョン2012－日本の新しいエネルギービジョンへ 
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17箇所 

54万kWの設備で 

約30億kWh発電中 
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日本地熱開発企業協議会会員会社 

①出光大分地熱・出光興産 

②奥会津地熱・三井金属鉱業 

③日鉄鹿児島地熱・日鉄鉱業 

④三菱マテリアル 

拡大ビジネスモデルWG参加会社 

前地熱開発事業者２社 

地熱調査コンサル２社 

石油資源開発会社２社 

非鉄金属会社１社 

商社４社 

地熱地上設備会社３社 

地熱タービン会社２社 

その他２社 

地熱開発による東北復興を目的として、
8月3日に地開協拡大ビジネスモデル
WGを発足。 

最初に行った作業は、 

１．東北６県の有望地点の抽出 

２．地熱発電開発可能量の推定 

３．３万kWモデルケースの工程表作成 

４．３万kWモデルケースの建設費試算 

 

現在実施中の作業は、 

１．福島J/Vのアシスト 

２．北海道有望地点の抽出 
合計２２社・グループ 
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福島県を最優先してオールジャパン体制で向かうべく準備中です。 
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 公園内における地熱発電
の開発は当面6地点とし、 

当分の間、 

新規の調査工事および開
発を推進しないものとする、 

環境庁と通産省の間の 

了解事項が、 

昭和47年に、 

両局長名で通知された。 
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最高顧問：  直嶋正行（民主） 
顧問：     武部  勤（自民）、斉藤鉄夫（公明） 
共同代表：  二階俊博（自民）、増子輝彦（民主） 
副代表：    松  あきら（公明） 
幹事長：    林    幹雄（自民） 
事務局長：  田島    要（民主） 
事務局次長： 山本剛正（民主）、梶山弘志（自民） 
幹事：     轟木利治（民主）、松野信夫（民主）、川田龍平（みんなの党）ほか  

八丁原・滝上発電所視察 

地熱シンポジウムin福島 

アイスランド視察 
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       「自然公園法の規定見直し」 に関する規制緩和要望 

 

要望事項１ 

 国立公園および国定公園の第二種特別地域および第三種特別地域の一部
における自然環境保護に配慮した地表からの坑井掘削および発電所施設建設
の許可 

 

要望事項２ 

 国立公園および国定公園の特別保護地区および第一種特別地域の一部にお
ける自然環境保護に配慮した地表調査の許可  

 

要望事項３ 

 国立公園および国定公園の特別保護地区および第一種特別地域の外からの
傾斜掘削による特別保護地区および第一種特別地域の地下開発の許可  

2012年2月28日 

日本地熱開発企業協議会 

 拡大自然公園ワーキンググループ 
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2012年度METI

地熱予算要求 
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